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	応用
	抗原情報
	背景
	セドヘプツロキナーゼ(SHPK) ホモ・サピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞内に侵入した糖をリン酸化して細胞膜を介した糖の戻りを阻害するタンパク質群である、いくつかの糖鎖キナーゼと弱い相同性を示す。この新規遺伝子と既知の糖鎖キナーゼとの間の配列変異は、異なる基質、補因子、あるいは他の糖鎖キナーゼと区別する速度論的特性の変化の可能性を示唆している。この遺伝子はシスチン症患者で一般的に欠失している領域に存在することから、シスチン症の表現型の修飾因子としての役割が示唆される。このゲノム領域には、染色体再編成に頻繁に関与するAlu反復配列も豊富に存在する。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + セドヘプツロース = ADP + セドヘプツロース7-リン酸,疾患：共通57-Kb欠失を伴うシスチン症患者におけるSHPK遺伝子の欠損は、尿中にセドヘプツロースとエリスリトールを蓄積させる。,類似性：FGGYキナーゼファミリーに属する。,組織特異性：肝臓、腎臓、膵臓で強く発現する。胎盤と心臓では低レベルの発現を示す。肺と脳では非常に弱い発現を示す。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CARKL抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肝癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	CARKL抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CARKLポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞のウェスタンブロット解析

